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務
朝

総

第 33回
●

～
4 Ⅲ

朝日祭の回ゴマークが誕生しました

第
３３
回
朝
日
祭
、
今
年
の
テ
ー

マ
は

『ワ
ヒ

～

ｓ
ａ
ｉ
～
』。
１０

月
２４
日
③
～
２６
日
①
の
３
日
間
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
模
擬
店
、

映
画
上
映
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ

た
。２５

日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
開

会
宣
言
の
あ
と
学
友
会
表
彰
が
行

わ
れ
、
本
学
留
学
生
に
よ
る
胡
弓

の
演
奏
が
行
わ
れ
た
。
体
育
館
で

は

『名
探
偵
コ
ナ
ン
』
『茄
子
ア
ン

グ
ル
シ
ア
の
夏
』
の
無
料
映
画
上

映
が
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
大
好

評
Ｑ
ス
テ
ー
ジ
で
は
新
宅
啓
太
ラ

イ
ブ
や
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト
が

メインステージにて学友会表彰が行われました

行
わ
れ
た
。

２６
日
に
は
Ｋ

ｅ
中
Ｋ

ｏ
　
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ａ

Ｇ

Ｉ

Ｃ

の

ラ

イ
ブ
を
皮
切
り
　

，

に
堂
島
孝
平
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ

イ
ブ
、
ビ
ン
ゴ

大
会
で
盛
り
上

が
り
、

夕
方
５

時
半
か
ら
の
本

学
、
東
海
女
子

大
学
、
同
短
期

大
学

の
吹
奏
楽

部
に
よ
る

「
Ｗ

ｉ

ｎ
ｄ
Ｂ

ｅ
ｌ

ｌ

Ｓ

ｙ
ｍ
ｐ

Ｂ

置

智、

始
籍
颯

学生、教職員、地域の皆さんが朝日祭を楽しみました

ｈ

ｏ
ｎ
ｉ

ｃ
」
コ
ン
サ
ー
ト
は
聴

衆
を
魅
了
。
エ
ン
デ
イ
ン
グ
に
は

恒
例
と
な
っ
た
花
火
の
打
ち
上
げ

で
本
学
上
空
を
鮮
や
か
に
彩

っ
た
。
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体

学友会バスケットボール部

第35回全日本歯科学生総合体育大会実行委員会

学友会歯学部ボウリング部

体育会ホッケー部

体育会フェンシング部

個

　

人

学友会陸上競技部 :酒井まどか (歯 3年 )

上田 1贋宏 (歯 5年 )

体育会自転車競技部 :益子 裕介 (経営 1年 )

牧田 洋稲 9青報管理 1年 )

▽
異
常
に
涼
し
い
い

夏
が
去
っ
た
後
、
・

異
常
に
署
い
秋
が
い

始
ま
っ
た
。

１０
月
．

も
半
ば
を
過
ぎ
た
・

と
こ
ろ
で
急
に
冷
・

え
込
む
よ
う
に
な
．

・
っ
た
。
暦
ど
お
り
の
天
候
に
戻
．

”
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
わ
が
国
．

．
の
景
気
も
こ
こ
数
年
萱
交
でヽ
あ
．

．
る
。
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
達
の
予
．

．
報
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
ど
う
ぃ

や
ら
春
の
日
差
し
を
期
待
す
る
．

．
の
は
ま
だ
暫
く
は
難
し
い
よ
う

「
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
．

．
▽
日
曜
日
、
ふ
と
思
い
立
ち
付
．

．
近
の
上
手
を
散
策
し
て
み
た
。
．

．
曼
珠
沙
羊
の
鮮
や
か
な
紅
に
な
．

．
ぜ
か
ド
キ
リ
と
す
る
。
金
本
犀
．

．
の
甘
い
香
り
に
年
甲
斐
も
な
く
．

胸
を
と
き
め
か
す
。
秋
の
自
然

・

・
は
美
し
い
。
自
然
は
常
に
美
し

・

・
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
来

い
る
べ
き
厳
し
い
冬
の
前
に
訪
れ
・

い
る
秋
に
は
切
な
い
美
し
さ
が
あ
・

・
る
。
コ奥
山
に
紅
葉
ふ
み
わ
け
鳴
・

・
く
鹿
の
声
聞
く
と
き
ぞ
秋
は
悲
・

・
し
き
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

・
▽
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、
総
選
・

・
挙
が
始
ま
っ
た
。
こ
ち
ら
の
季
・

・
節
は
灼
熱
地
獄
。
各
候
補
者
は
・

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
全
身
汗
ま
み
い

・
れ
で
全
力
疾
走
。
季
節
を
感
じ
・

・
る
ゆ
と
り
は
な
か
ろ
う
。
「も
の
・

い
が
な
し
い
」
は
落
選
し
た
と
き
い

い
に
思
う
こ
と
か
。　
　
　
　
　
・

・
▽
本
学
は
セ
メ
ス
タ
ー
制
。
秋
・

・
は
卒
業
生
を
送
り
出
し
、ま
た
、
・

・
新
入
生
を
迎
え
る
。
秋
か
ら
始
・

・
ま
る
人
た
ち
も
い
る
の
だ
。
い
・

・
や
、
世
界
の
潮
流
は
こ
ち
ら
が
・

・
主
か
。
と
も
あ
れ
、
本
学
と
い
ぃ

ｆ
れと
丞
口に
一季
節
は
不
要
。　
一
年
】

”
中
学
習
に
最
適
の
一李
節
に
し
て
ぃ

・
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
．

はなみずき
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平
成
１５
年
度
秋
季
Λ
孟
式
が
、

１。
月
１
日
い
年
前
１０
時
半
か
ら
本

学
６
号
館
６
２
０
１
講
義
室
に
お

い
て
挙
行
さ
れ
た
。

今
年
度
秋
季
入
学
生
は
学
部
入

学
生
２８
名
、
大
学
院
入
学
生
２
名
、

留
学
生
別
科
入
学
生
１５
名
の
総
員

４５
名
で
あ
る
。

入
学
許
可
が
行
わ
れ
た
後
、
長

坂
信
夫
学
長
よ
り

「本
学
で
豊
か

な
高
等
教
育
を
身
に
つ
け
て
く
だ

さ
い
。」
と
の
告
辞
が
述
べ
ら
れ
た
ぅ

つ
づ
い
て
学
部
入
学
生
代
表
の
王

勇
さ
ん

（経
営
学
部
経
営
学
科
）、

大
学
院
経
営
学
研
究
科
入
学
生
代

表
の
雷
牛
粥
さ
ん
、

留
学
生
別
科

ぎ.・

=・

・デ

入
学
生
代
表
の
剣
佳
さ
ん
か
ら

「国
際
未
来
社
会
を
切
り
開
く
社

会
性
と
創
造
性
並
び
に
人
類
普
遍

の
人
間
的
知
性
に
富
む
人
間
に
な

る
よ
う
努
力
し
、
学
生
の
本
分
を

尽
く
し
ま
す
。」と
一二誓
が
行
わ
れ

た

。こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
に
心
躍
ら
せ
る
新
入
生
の
笑
茨

が
ま
ぶ
し
い
入
学
式
で
あ
っ
た
。

し
誇
ら
し
げ

な
表
情
の
修

露
　
了
生
。
流
暢

醐
　
講
紺
峯
綿
庫

勘
　
随
炭
げ
出
簿

印
　
学
で
の
生
活
、

郷
　
騨
勢
鮮
Φ
僻

翻
　
腱
離
嗽
湊
承

う
で
あ
る
。

大
Ｔ
人
の
家
三
刀

秋
季
学
住
記
授
与
式

平
成
１５
空
度
秋
季
霊
墜
程
捩与

式

・
修
了
証
書
授
与
式
が
、
９
月

３。
日
∩
午
前
１０
時
半
、
本
学
６
号

館
６
２
０
１
講
義
室
に
て
挙
行
さ

れ
た
。

今
秋
の
卒
業
生

・
修
了
生
は
、

学
部
卒
業
生
２７
名
、
大
学
院
修
了

生
６
名
、

留
学
生
別
科
修
了
生
１６

名
で
あ

っ
た
。

長
坂
学
長
よ
り
学
位
記
、
修
了

留
学
生
別
科
秋
季
修
了
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
修
了
証
書
授
与

式
後
の
１２
時
よ
り
、
本
学
６
号
舘

１
階
写
生
食
堂
で
行
わ
れ
た
。

留
学
生
別
科
長
よ
り
修
了
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
と
、

今
後
の
期
待
の
言
葉
を
受
け
、
少

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
担
当
教
員

の
七
導
、
母
国
の
両
親
の
支
えゝ
が

あ

っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

彼
ら
の
大
半
は
本
学
学
部

へ
の

進
学
を
決
め
て
お
り
、
学
部
生
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
全
阜か

の

笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
つ
た
。

長坂学長の告辞を真摯に受けとめる

１。
月
２
日
〔
午
後
４
時
半
、
前

日
入
学
式
を
迎
え
た
ば
か
り
の
別

科
新
入
生
１５
名
が
、
本
学
６
号
館

１
階
学
生
食
生
に
集
ま
っ
た
。
今

秋
の
入
学
生
は
中
国
、
韓
国
か
ら

証
苦
が
ひ
と
り
ひ
と
り
に
手
渡
さ

れ
、
「今
日
の
日
を
迎
え
る
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
、
ま
た
新
た

な
日
標
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
の
告
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
卒
業
生
を
代
表

し
て
法
学
部
法
学
科
の
高
井
美
保

の
動
甲
７
生
で
あ
る
。

吉
田
良
生
留
学
生
別
科
長
よ
り

「日
本
人
の
友
人
を
作
り
、
日
本

の
生
活
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」

と
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、
つ
づ
い

さ
ん
が
謝
辞
を
も

っ
て
返
礼
し
た

式
終
了
後
、
教
職
員

・
保
護
者

に
拍
手
で
送
り
出
さ
れ
た
卒
業
生

は
、
朝
日
大
学
で
の
日
々
を
振
り

返
り
な
が
ら
も
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
新
生
活
へ
の
希
望
に
満
ち
た
表

情
で
あ
っ
た
。

|「  ■

て
教
職
員
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

誇
粽
め
後
、
各
テ
ー
ブ
ル
怪
辺
息

さ
れ
た
日
本
食
を
味
わ
い

な
が
ら
、
積
極
的
に
教
職

員
と
日
本
語
で
会
話
す
る

姿
や
、
新
入
生
同
士
で
食

事
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

た
。新

入
生
を
代
表
し
て
在

喜
さ
ん

（中
国
出
身
）
が

日
本
語
で

「日
本
で
勉
強

で
き
る
機
会
を
与
え
て
も

ら
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ぎ

い
ま
す
。
日
本
語
を
上
手

に
話
せ
る
よ
う
に
努
力
し

ま
す
。」
と
挨
拶
し
た
。

こ
れ
か
ら
１
年
間
、

１５
人
の
日

本
語
の
上
達
が
楽
し
み
で
あ
る
。

卒業生ひとりひとりに学位記・修了証書が授与された

II幅

少し緊張気味の新入生

囲

□
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本
学
が
主
催
す
る
朝
日
大
学
第

‐９
日
高
等
学
校
英
語
弁
論
大
会

（後
援
／
岐
阜
県
教
育
木玄員
会
、

瑞
穂
市
、
中
日
新
聞
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

呟
早
放
送
局
）
が
１０
月
２６
日
０
正

午
、
本
学
１
号
年
第
４
大
講
義
室

に
て
開
催
さ
れ
た
。

同
大
会
の
対
象
は
〓
坐
寸学
校
に

在
学
し
て
い
る
生
徒

（英
語
圏
に

１
年
以
上
滞
在
し
た
人
を
除
く
）

で
あ
り
、
全
国
９
府
県
か
ら
４５
名

最1憂秀賞に輝いた辻向寿江さん

（２３
校
）
の
応
募
が
あ

っ
た
。
当

日
、
応
募
原
稿
に
よ
る
事
一匹
審
査

を
突
破
し
た
２５
名
が
５
分
間
の
発

表
を
行
い
、
流
暢
な
英
語
で
身
振

互
キ
振
り
を
加

えヽ
、
工
産
四
聖
車か
に

個
性
あ
ふ
れ
る
論
題
で
自
分
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

審
査
の
結
果
、
南
山
高
等
学
校

２
年
の
辻
向
寿
江
さ
ん

⌒愛
知
）

が
最
優
秀
賞
を
一支
賞
し
た
ｃ

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

久
』貝慧

最
優
秀
賞
　
辻
向
寿
江

（南
山
／

愛
知
）

＝話
演
警
懇
親
ゆ
会
一一＝

１。
月
７
日
∩
年
後
３
時
、

本
学

５
号
館
５
１
４
講
義
室
に
お
い
て

「講
演
と
懇
親

の
△
と

が
開
催
さ

れ
た
。

同
会
は
、
本
学
学
生
の
就
職
対

策
の

一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
る
行

事
で
、
近
隣
企
業
の
人
事
採
用
担

当
者
を
招
き
日
頃
の
協
力
に
感
謝

し
、
よ
り

一
層
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

優
秀
賞
　
平
井
裕
章

（虎
姫
／
滋

賀
）
、
高
木
ゆ
り

（桜
丘
／
愛
知
）

奨
励
賞
　
岩
田
志
保

（大
垣
商
業

／
Ｌ
こ

、
蒔
田
宜
竜

（磐
田
北
／

静
岡
）、
岡
本
千
穂

（同
志
社
女
子

／
京
都
）

行
わ
れ
て
い
る
。

当
日
は
地
元
で
あ
る
崚
早
県
、

愛
知
県
を
中
心
に
９。
名
の
参
加
を

い
た
だ
い
た
。

長
坂
讐
長
の
挨
拶
の
後
、
本
学

教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
の
投
石
保
広

教
授
に
よ
る

「
ス
ト
レ
ス
と
そ
の

対
処
法
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
た
。
厳
し
い
不
況
の
続
く
中
、

ス
ト
レ
ス
を
か
か
え
る
企
業
人
は

お
一　
Ｂ

幸
Ｒ
ｒ
ｉ
ａ
ｔ
ｔ
弾
輩
鍾
簸

多
い
。
参
加
者
は
ス
ト
レ
ス
の
し

く
み
や
解
消
法
を
真
剣
な
ま
な
ぎ

し
で
聴
講
し
て
い
た
。

講
演
会
終
了
後
、
会
場
を
６
号

館
に
移
し
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
参

加
者
と
本
学
教
職
員
と
が
学
生
の

状
況
や
各
企
業
の
採
用
状
況
、
卒

業
生
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
行

っ
た
。

層☆ 学講演

一瞬

　
藝
睦
こ
〕

”
●
●
攣
■

，
策

オ

」
ョ

Ｆ

盤
囁

●
毬

ス
ノ
ー
グ
ラ
ウ
ス
賞
　
渡
逃
園
巴

（関
／
呟
こ

瑞
穂
市
長
賞
　
一呂
田
梨
花
子

（岡

崎
東
／
愛
知
）

中
日
賞
　
宮
崎
ゆ
め
み

（国
際
情

報
／
滋
賀
）

投石教授による講演「ストレスとその対処法」

本
学
に
は
法
学
部
、
経
営
学

部
を
対
笑
と
し
た
資
格
取
得
支

援
制
度
が
あ
る
。
同
制
度
は
実

学
教
育
を
重
視
す
る
本
学
独
自

の
制
度
で
、
本
学
が
定
め
る
資

格
の
検
定
試
験
及
び
採
用
試
験

に
合
格
し
、
そ
の
資
格
を
取
得

し
た
者
に
資
格
及
び
ラ
ン
ク
に

応
じ
て
奨
学
金
を
給
付
す
る
制

度
で
あ
る
。

資
格
取
得
時
期
は
在
学
中
だ

け
で
は
な
く
、
入
笠

刷
の
合
格

取
得
も
認
め
ら
れ
る
。
現
在
、

王
叩
７
系
、
情
報
系
等
８
一糸
統
１

０
５
種
類
の
資
格
が
対
象
と
な

っ
て
い
る
。

今
空
度
は
す
で
に
２
回
日
の

申
請
が
終
了
し
て
お
り
、
申
請

状
況
は
表
の
と
お
り
。

資格取得一覧 (今年度第 1・ 2回申請状況)

資
格
取
得
支
援
制
度
を

活
用
し
よ
う

資 格 名 主   催   者 取得人数

日本語能力試験 ⑭ [∃ 本 国 際 教 育 協 会 34

どジネス能力検定(B検 ) ⑫専 修 学 校 教 育 振 興 会 32

小売商(販売士)検定 日 本 商 工 会 議 所 29

簿記実務検定(全商) ⑪全 国 商 業 高 等 学 校 協 会

ワープロ実5ヵ
実検定 ⑭全 国 商 業 高 等 学 校 協 会 14

法 学 検 定 働日弁連法務研究財団織商事法務研究会 13

MOUS検 定 マイク圏ソフトMOUS運営事務局 11

そ  の  他
実用英語技能検定 、コン ピユー タ利用技

術 検定 、マル チ メデ ィア検定 等 24種 目
73

合   計 227
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韓国大会第 1位 葵厨河榮さん (格洞高校 3年 )

▽
韓
国
大
会

９
月
２。
日
、
ソ
ウ
ル
市
の
同
徳

女
子
本
写
穣
で
高
校
生
を
対
象
と

し
た
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
ヨ
ン
テ
ス

ト
が
開
催
さ
れ
た
。
第
４
回
と
な

る
（
と
す
の
テ
ー
マ
は

「
１０
年
後
の

世
の
中
と
今
私
た
ち
が
成
す
べ
き

こ
と
」
。
過
去
の
大
会
と
異
な
っ
た

の
は
、
「理
解
避

を
重
視
し
た
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ス
ピ
ー
チ

ぬ
谷
を
否
当
に
自
分
で
理
解
し
て

（文
章
を
丸
暗
記
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
）
発
表
し
て
い
る
か
で
あ

る
。
審
査
委
員
長
山
本
明
海
大
学

教
授

（外
国
語
学
部
日
本
講
宇
科

主
任
）
に
よ
る
質
問
に
対
し
、
的

確
に
解
答
し
な
く
て

今
年
春
先
に
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
発
生
し
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

（重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

・
新

型
肺
炎
）
の
影
響
で
開
催
を
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
、
日
程
を

変
史
し
海
外
で
開
催
さ
れ
た
。
（な
お
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
影
響
を
あ
ま
り
一支
け
な
か
っ
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
５
月
Ｈ
日
に
す
で
に
終
了
し
て
い
る
。）
各
国
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
者
各
４
人
を
日
本
に
招
待
し
、

１１
月
２３
日
に
明
海
大
学
で
行
わ
れ
る
日
本
語
教
育
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
中
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
者
が
選
出
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
て
い
る
。

の
爆
笑
を
誘

っ
た
発
表
者
も
、
審

査
委
員
長
の
￥
易
な
質
問
に
立
往

生
し
て
し
ま

っ
て
い
た
。

こ
の
理
解
力
度
抜
群
で
、

ス

ピ
ー
チ
内
容
も
負
か
っ
た
鄭
河
築

さ
ん

（権
洞
高
校
３
年
）
が
栄
冠

▽
中
国
大
会

北
京
外
大
主
催
、
明
海

・
朝
日

両
大
学
共
催
に
よ
る
第
６
回
大
会

は
、

１０
月
１。
日
、
北
京
外
大
講
生

で
開
催
さ
れ
た
。
講
堂
に
は
日
語

系
の
学
生
ほ
か
院
生
と
教
官
約
３

５
０
名
が
聴
衆
と

し
て
耳
を
そ
ば
立

て
た
。
今
大
会
は

日
中
和
平
友
好
条

約
締
結
２５
周
年
記

念
大
会
と
銘
打
っ

て
い
る
。

出
場
の
た
め
、

は
る
ば
る
汽
車
に

乗

っ
て
駆
け
つ
け

た
地
域
代
表
者
１０

名
全
員
が
や
っ
と

出
揃

っ
た
の
は
、

陽
も
落
ち
た
前
夜

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

出
場
生
徒
は
警
貝

に
付
き
添
わ
れ
、

北
京
、
天
津
、
上
海
の
各
特
別
市

と
吉
林
省
、
広
東
省
、
山
東
省
、

山
西
省
、
河
南
省
、
江
蘇
省
、
湖

北
省
に
あ
る
各
外
国
主
響
曇
体
か
ら

や
っ
て
来
た
。

男
女
２
名
の
北
京
外
大
生
に
よ

る
司
会
の
も
と
で
、
緊
張
に
包
ま

農

を
さ
ら
つ
た
。

一
ロ
メ
モ
　
韓
国
で
は
、
日
本
の

大
学
に
該
る
も
の
は
大
学
校
と
呼

ば
れ
る
。
大
学
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
日
本
の
短
大
に
相
当
す
る
。輝男教授

ん

田
さ
原

皆
部

の
学

者
営

賞
経

入
学本左端は

田
■
□

ロ

田

田

□
田
岡
凹

区ヨ

□

1巨‐
I

囲

れ
た
大
会
の
幕
は
切
っ
て
落
と
さ

れ
た
。
い
ず
れ
の
出
場
者
も
上
手

い
ス
ピ
ー
チ
で
、
ほ
と
ん
ど
甲
乙

付
け
が
た
い
。
し
か
し
、
厳
正
な

審
査
の
結
果
、
１
位
広
東
省
女
子

代
表
、
２
位
天
津
市
女
子
代
表
、

江
蘇
省
男
子
代
表
、
山
西
省
女
子

代
表
の
４
名
が
入
賞
し
た
。

大
会
終
了
後
の
関
係
者
昼
餐
会

で
、
上
位
入
賞
を
逸
し
た
選
手
の

付
添
教
員
が

「納
得
い
か
な
い
、

な
ぜ
で
す
か
？
」
と
詰
め
寄
る
場

面
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
将
来
、
外

交
官
に
な
っ
て
中
日
友
好
に
貢
献

す
る
、
尊
敬
す
る
人
物
は

「毛
沢

東
」
で
す
、
と
話
し
た
男
子
生
徒

も
、
残
念
な
が
ら
上
位
入
賞
か
ら

は
ず
れ
た
。

か
く
し
て
、
周
到
に
組
織
さ
れ

た
今
大
会
は
、
成
功
裏
に
幕
を
閉

じ
た
。

本

学

第
３
回
Ｌ
暑
景
β
な国
人
留
字

生
日
本
語
弁
論
大
会

（岐
阜
地
域

留
学
生
交
流
推
進
協
議
会
主
催
）

が
、

１。
月
２４
日
⑥
午
後
１
時
か
ら

本
学
５
号
館
５
１
２
講
義
室
に
て

開
催
さ
れ
た
。

本
大
会
は
岐
阜
県
内
で
学
ぶ
外

国
人
留
学
生
を
対
象
と
し
、

留
学

生
の
日
本
語
に
対
す
る
学
習
意
欲

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
外
国
人
留
学
生
に
と

っ
て
は

日
頃
の
日
本
語
学
習
の
成
果
を
発

表
す
る
場
で
あ
る
。

大
学
、
短
大
、
高
専
９
校
か
ら

３。
名
の
事
前
申
し
込
み
が
あ
り
、

予
選
審
査
を
通
過
し
た
２。
名
の
外

目
人
留
学
生

（９
ヵ
国

・
地
域
）

が
本
選
に
の
ぞ
ん
だ
。

演
題
は
自
由
で
、
１
人
７
分
以

内
の
発
表
で
あ
る
。
本
学
か
ら
は

４
名
の
留
学
生
が
出
場
し
、
多
く

の
聴
衆
２
副
で
日
本
語
を
抜
露
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、

多
く
の
強
手
を
受
け
て
満
面
の
笑

み
を
見
せ
た
。

す
べ
て

の
演
者
の

発
表
後
、

１
位
か
ら

５
位
お
よ

び
ハ
否
盪
番

査
貝
賞
の

表
彰
が
行

わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
賞

状
お
よ
び

府
の
授
与

と
と
も
に

順
位
に
応

じ
た
疑
平
金
が
支
給
さ
れ
た
。
１

位
は
岐
阜
経
済
大
学
の
際
正
降
さ

ん

（台
湾
出
身
）
の

「征
坐
戸
の
世

界
・二
士
講
と
の
出
会
い
…
」
。
流
暢

で
力
強
い
日
本
韮
Ｙ

手
話
を
類

え

た
演
説
、
内
容
の
深
み
も
審
査
員

の
心
を
動
か
し
た
よ
う
だ
。
本
学

留
学
生
で
は
、
段
麺
隻
さ
ん

（中

国
出
身
）
の

「
一
人
で
の
旅
」
が

３
位
に
入
賞
し
た
。

久
曽
緒
暑

１
位

Å
彊
蟹
墓
畳
暑
兵

踪
正
解

（Ｌ
早
経
済
本
写
／
台
こ

２
位

李
暁
霞
（Ｌ
早
経
済
李

／
中
国
）

３
位
　
段
莉
嚢
（朝
日
大
学
／
中

国
）

４
位
　
タ
ン
タ
ン
エ
ー

（岐
阜
大

学
／
ミ
ヤ
ン
マ
ー
）

５
位

胡
明
明

（Ｌ
予
琴
〓
舎
す

／
中
国
）

爆注理Bロ

本学留学生 段莉巽さん
美しい日本語で会場を魅了しました

（
〓

喜標‐
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１。
月
１。
日
～
Ｈ
日
、
古
科
衛
生

士
専
門
学
校
２
年
生
は
、
１
泊
２

日
の
斬
修
旅
行
に
行

っ
て
き
ま
し

た
。
学
生
５６
名
、
教
員
３
名
と
私

も
加
え
て
も
ら
っ
て
の
一
行
と
な

り
ま
し
た
ｃ
皆
で
稗
戸
港
を
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
し
た
後
は
、
班
別
に

ル
ー
ト
を
工
夫
し
て
、
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
神
戸
の
街
を
楽
し
み
ま
し

た
。
廊
床
実
習
で
忙
し
い
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
中
、
ほ

っ
と
で
き
る
貴

重
な
ひ
と
時
に
な
り
ま
し
た
。
す

ん
だ
空
気
を
感
じ
な
が
ら
皆
で

一

緒
に
歩

い
て
い
る
と
、
そ
れ
だ
け

で
嬉
し
く
な
る
も

の
で
す
。
秋
の

神
戸
は
散
策
が
相
応
し
い
。

皆
さ
ん
の
パ
ワ
ー
は
有
馬
温
泉

の
ホ
テ
ル
で
の
大
宴
会
で
全
開
し
、

学
校
で
の
生
活
で
は
わ
か
ら
な
い

点
を
発
見
し
あ
い
ま
し
た
。
そ
の

後
の
透
穫
態
度
の
礼
儀
の
よ
さ
だ

け
は
、
支
配
人
か
ら
お
誉
め
の
こ

と
ば
を
頂
き
ま
し
た
。
翌
日
も
疲

れ
を
見
せ
る
こ
と
な
く
、
大
阪
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
で
フ

ィ
ー
バ
ー
。
学
生
同
士
は
も
ち
ろ

ん
、
私
た
ち
同
行
の
教
職
員
と
の

交
流
が
ふ
か
め
ら
れ
、
有
意
義
な

楽
し
い
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
（校
長
　
藤
田
厚
）

↓

1泊 2日 の研修旅行はとっても楽しい思い出になりました

,ぃ 
…

Ⅲいい

.● ,「 ″戸 画 い奪

!挙

彎

，

静
――

神戸港クルージング 楽しかつたヨ

Ⅲ 4「

病院ボランティア募集

村上記念病院では、初めて来院される患者様の不安

や戸惑いを耳叉り除き、安心していただく為に、ボラン

ティア活動をしてしヽただけるテjを募集します。

汚動日時 :月 曜日～金曜日までの

9時 30ノ刀
＼～128寺 30ノ刀

＼

活動内容 i初再診の手続きの

お手伝い

車椅子移動補助

入院悪者様の病棟案内

猜院主催の

イベントヘの参力8

(ミニコンサート支援)

心身ともに健康で明るく積極的に活動してしヽただけ

る方をお待ちしております。

団

　

体

学友会陸上競技部

体育会バレーボール部

体育会硬式野球部

個

　

　

人

学友会バスケットボール部

学 友 会 陸 上 競 技 部

学 友 会 父」 道 部

体育会 フ ェンシング部

体 育 会 父」 道 部

松本郁人 (歯 6年 )

堀田牧子 (歯 1年 )、 長縄鋼売 (歯 3年 )、 西田健吾 (歯 2年 )

井村豊 (歯 ]年 )

齋藤有 (経営 1年 )、 中山成代 (経営 2年 )、

荻野えりか ぐ晴報管理 2年 )、 浅里刊真允 (経営 二年)、

藤田恵子 ぐ購報管理 1年 )

崎山隆志 (法 1年 )、 小島友恵 (情報管理 2年 )、

高橋麻理恵 (経営 2年 )
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本
学
か
ら
第
５８
回
国
民
体
育
大

会
秋
季
大
会
、
２
０
０
３
年
フ
ェ

ン
シ
ン
グ

・
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会

へ
の
出
場
者
が
選
ば
れ
た
。

詣
岡
県
で
行
わ
れ
る
国
民
体
育

大
会
に
は
、
フ
ェ
ｒヽ
ｒ
ン
グ
部
か

ら
望
月
さ
ゃ
か
選
手

（経
営
２
年

／
山
梨
県
代
表
）
、
油
井
里
実
選
手

（情
報
管
理
２
年
／
大
分
県
代

表
）、
新
井
祐
子
選
手

（経
営
学
部

講
師

・
フ
エ
ン
シ
ン
グ
部
監
督
／

岐
阜
県
代
表
）、
井
上
袷
二
選
手

（フ
エ
ン
シ
ン
グ
部
コ
ー
チ
／
岐

岳

代

と

、自
転
車
工朔
技
部
か
ら

益
子
裕
介
選
手

⌒経
営
１
年
／
栃

木
県
代
表
）
の
５
名
が
選
出
さ
れ

ｌ。
月
２５
日
ω
～
３。
日
①
の
期
間
、

各
会
場
で
競
技
が
繰
り
上払
げ
ら
れ

た
。ア

ジ

ア
選
手

権
大
会

に
は
、

フ

エ
ン
シ
ン
グ
部
か
ら
斎
藤
布
選
手

京
都
府
大
山
崎
町
に
て
１０
月
８

日
い
～
１３
日
０
の
期
間
に
開
催
さ

れ
た
関
西
学
生
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選

手
権
大
会
に
お
い
て
、
本
学
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
部
が
３
種
目
で
優
勝
を

勝
ち
取

っ
た
。

優
勝
種
日
は
男
子
フ
ル
ー
レ
団 団体・アジア大会での活躍を期待 !!各大会出場選手の皆さん

,

′
,

″

´

ケ
,

抒

:

″

（経
営
１
年
）、
中
山
セ
イ
ラ
選
手

（情
報
管
理
２
年
）、
中
山
成
代
選

手

（経
営
２
年
）
の
３
名
が
選
出

本
学
棒
育
会
卓
球
部
女
子
は
、

８
月
２８
日
い
～
３。
日
①
批
杷
鳥
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
１
０
堅
四
屋
市
）に
て

開
催
さ
れ
た
東
海
学
生
秋
季
リ
ー

グ
戦
に
出
場
し
、
８
年
（１６
季
）
連

続
優
勝
の
宿
敵
、
愛
知
工
業
大
学

を
破
っ
て
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

本
大
会
は
、
同
部
が
属
す
る
１

部
リ
ー
グ
６
チ
ー
ム
で
リ
ー
グ
戦

を
行

つ
も
の
。
★豊
と

愛
工
大
は

４
戦
全
勝
同
士
で
む
か
え
た
最
終

日
に
対
戦
し
た
。
饗
手
個
人
の
能

力
に
勝
る
愛
工
大
が
先
取
し
た
も

の
の
、
樋
野
真
弓
選
手

（経
営
４

年
）、
阿
部
南
選
手
（経
営
３
年
）
と

体
、
サ
ー
ブ
ル
団
体
、
女
子
サ
ー

ブ
ル
団
体
の
３
種
ぼ
。
男
子
は
フ

ル
ー
レ
で
愛
知
工
業
大
学
に
４
対

１
で
の
快
勝
。
サ
ー
ブ
ル
に
お
い

て
は
、
関
西
春
季
リ
ー
グ
ー
位
で

優
勝
候
補
で
あ

っ
た
近
畿
大
学
に

３
対
２
で
勝
利
す
る
と
、
続
く
京

〕体
育
会
卓
球
部
女
子

と
ロ

勝優のび，‐こ喜
群

目
測

人
口い拇

長
か

学
右

副
央

，
、中

・Ｗ茄右列ユ則学長

ま
で
幅
広
く
選
手
が
そ
ろ
っ
て
お

り
、
各
選
手
が
佃
々
の
ク
ラ
ス
で

日
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
っ
て

い
る
。
２
選
手
の
優
勝
は
創
部
３

年
目
に
し
て
の
快
挙
で
あ
る
。

傘
σ

５２
級

優

勝

三
浦

　

愛

（法
２
年
）

６３
聴
級
　
優
　
勝
　
田
渕
ひ
と
み

（情
報
管
理
１
年
）

７。
聴
級
　
３
　
位
　
宮
下
　
輝
美

（法
１
年
）

同

　

３

位

神
谷

　

舞

（情
報
管
理
１
年
）

ざ 、
ゴ♂

一幹］一け間，こ大‐こて会呻呼好枠仰韓藤３．ェ一禅坤醜翔蓄〕勒月ルげ帥劾蜘一

い
っ
た
上
級
生
を
中
心
に
ね
ば
り

強
く
着
実
に
得
点
を
重
ね
、
優
勝

を
勝
ち
取
っ
た
。

創
部
２
年
に
し
て
東
海
リ
ー
グ

１
部
昇
格
を
果
た
し
勢
い
に
乗

っ
一
コ

て
い
た
同
都
だ
が
、
３
季
連
続
２
一．

位
と
で
つ
結
果
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、一

１
部
リ
ー
グ
で
の
優
勝
が
大
き
な

目
標
の

一
つ

で
あ

っ
た
。

今
回
の
結
果

中
国
人

で
同
志
社
大
学
を
担
手
に
荻
野
選

手
、
竹
内
選
手
、
三
輪
選
手
の
３

連
勝
が
優
勝
を
決
め
た
。

津筵

,

I

″

1

″
″

オ
オ

″

″

任
ヤ

キ
身
″

予

都
産
業
大
学
に
は
ス
ト
レ
ー
ト
勝

ち
、
決
勝
の
愛
知
工
業
大
学
に
は

フ
ル
ー
レ
同
様
４
対
１
で
優
勝
を

決
め
た
。
女
子
は
サ
ー
ブ
ル
決
勝

む

部員全員

化 シ サ ダ こ
し 1 1ブ と

で勝利のVサ イン

患労季歩∵含
か ア 個 を レ 々
つ ツ 人 積 1苦
た プ の み 二 し

よ 窪 比 趨 君 路

よ

、

８
月
２４
日
０
、
東
海
学
生
女
子

コ
ー
チ
を
迎
一
密
重
別
選
手
権
大
会
が
愛
知
県
武

/ヽ 成
果
で
あ

者Б
員

`よ

つ ト
た ツ フ

ド
ヅレ

レ の

こ プ
と に

,
お
れ

,

抒

4

孝

鬼劣ハ経

藍字塀
ら ツ る

とご序
こ も で

ネ雹ぞ
あ な

｀

ろ る 個

の が が

に 詰町
覇

`よ今
回
初

鶏
10
名
の

/ヽヽ

爆
し
た

場 で 大
会 同
で 吉Б
の は

篠
は

篠
し

な 追
つ
―上
場
か
ら
追
わ

東

奨
と

ら

た 48

,
迷

蓬 級
か

ト
ツ れ

つ
大
舞
台

れ

ま
で

に

矮
78

趣
級

て

/ヽヽプ る
を 立 で た

l

位

朝
日
大
学

5
勝

長
終
〕贋

修

3    2
位  位

中  愛

§霰三
愁 匙

日
団
圏

電

ロ 四
団 田l

昭
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東
海
地
区
大
学
野
球
秋
季
岐
阜

学
生
リ
ー
グ
に
て
、
本
学
体
育
会

市
式
野
球
部
は
替
令
蚕
零に
つ
づ

き
優
勝
し
た
。

１０
月
１５
日
い
、
大
野
町
レ
イ
ン

ボ
ー
球
場
に
て
迎
え
た
３
回
戦
の

相
手
は
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
。
こ

の
試
合
に
勝
て
ば
優
勝
、
負
け
れ

ば
勝
率
で
勝
る
中
京
学
院
大
学
に

優
勝
を
譲
る
こ
と
と
な
る
状
況
で

あ

っ
た
。
２
回
に
白
井
選
手
の
セ

ン
タ
ー
オ
ー
バ
ー
ニ
塁
打
で
先
制

し
た
も
の
の
、
４
回
に
同
点
。
両

大
学
と
も
に

一
歩
も
譲
ら
な
か
っ

た
が
、
７
回
、
一号
田
選
手
の

一
、

二
塁
間
ヒ
ッ
ト
で
あ
げ
た

一
点
が

優
勝
を
決
め
た
。

青空の下、本学ナインの笑顔が輝いた

躙

岡
田
田
■

日

國
国

団

置

ロ

困 暇

中

中巨

な
お
、
最
優
秀
選
手
に
鈴
木
大

亮
選
手
、
首
位
打
者
に
草
留
泰
裕

選
手

（４
割
１
分
９
厘
）
が
選
ば

れ
、
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
は
６
名
の

選
手
が
選
ば
れ
た
。

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
は
梶
原
教
彦
選

手
（娑
と
、
吉
本
童
（規
選
手
（捕

手
）、
増
田
剛
選
手

（一車奪手
）、

森
好
平
選
手
全
百
至手
）、
一号
田泰

裕
選
手
（外
野
手
）
が
選
ば
れ
た
（

長坂学長、廣瀬副学長に優勝報告

週
末
の
お
、

・９
日
に
は
静
岡

車
薙
球
場
で
東

海
地
区
大
学
野

球
秋
季
選
手
権

大
会
が
開
催
さ

れ
、
浜
松
大
学
、

松
阪
大
学
と

の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

試
合
が
行
わ
れ

た
。
残
念
な
が

ら
、
本
学
は
決

勝
で
松
阪
大
学

に
敗
れ
、
準
優

勝
で
あ
っ
た
。

岐阜リーグ優勝〃喜びの胴上げ

体育会強化種目活動状況

クラブ名 大  会  名 日  時 績成

フェンシング

第5回東京都ジュニア女子サーブル選手権大会
第10回東京都ジュニア女子エペ・男子サーブル選手権大会

7/19～ 20

男子サーブル 3
女子サーブル 優

2

8

位 浅野 慎允 (経営 1年 )

勝 中山 成代 (経営2年 )

位 荻野えりか (情報管理2年 )

位 徳内 愛子 (経営 1年 )

第24回牧杯ジュニアフェンシング選手権大会 9/20～ 21 男子フルーレ 優  勝 齋藤  有 (経営1年 )

第53回 関西学生フェンシング選手権大会 10/8～ 13

4    4立

ベスト8

ベスト8

2     ねユ
2     ね立
ベスト8

齋藤  有
岩田 哲弥
齋藤  有
後藤 裕希
中山セイラ

野口 菜緒

(経営2年 )

(情報管理2年 )

(情報管理2年 )

(経営2年 )

男子フリレーレ

男子サーブル
男 子 エ ペ

女子フルーレ
女子サーブル
女 子 エ ペ

卓    球 全日本学生卓球選手権大会 10/2～ 5
金

魏

女子ダブルス 準 優 勝 王
張

(経営
(経営

年)

年)

3

2

自転車競技

岐卓県自転車競技選手権大会 8/15～ 18 ケイリン   5  位 益子 裕介 (経営 1年 )

文部科学大臣杯 第59回全日本大学対抗選手権自転車競技大会 8/27～ 31 ケイリン   5  位 益子 裕介

第39回全日本学生自転車競技新入戦西日本大会 9/13～ 14
ケイリン
4kll P

優  勝 益子 裕介
6  位 牧田 洋和 (情報管理l年 )

剣    道

東海学生 ,女子学生剣道新人優勝大会 9/15 男子団体B  3  位

第50回東海学生剣道優勝大会
第26回東海女子学生父l道優勝大会

9///23
3     ね立
準 優 勝

男子団体
女子団体

木目        お葉
西日本学生オロ撲個人体重別選手権大会 9/7

85kg未満級  優  勝
拳 優 勝
3  位
3    ね立

山方 大輔 (経営3年 )

惣障 浩太 (経営 1年 )

橋場  功 (経営4年 )

洵内 信宏 (経営2年 )

全日本学生相撲個人体重別選手権大会 10/4～ 5 85kg未満級  準 優 勝 海内 信宏

硬 式 庭 球 第53回東海学生新進テニストーナメント大会 9///20-26 シングルス  ベスト4 村上 賢輔 (経営1年 )
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ゴ

と認

一，ィ二一れ一
本
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
５
月
中
旬

か
ら
恭
王
し
て
い
た
剣
道
場
が
９

月
末
に
完
成
し
た
じ

新
道
場
は
鉄
骨
２
踏
建
て
、
延

べ
術
積
６
６
４
正
で
あ
り
、
試
合

コ
ー
ト
を
２
面
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
９
月
カ
ロ
①
に
は
、
学
内
役

職
者
、
関
係
者
、
体
育
会
剣
迫
部

員
に
よ
る
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行

わ
れ
た
。

ド

ド

::二I:∵ =■
● !´

II

す

・
:

「

n

ヽ

畠

1言え昌卜 島

n

戸

ガ

ゴ

大学役職者、体育会剣道部員が祈願祭に出席した

irl

|

新道場では本学剣士達が日々練習に励んでいます

競

封

Ｆ

聘

,

一〓
下

Ｌ

一

　

　

…

″J'T

干  

矛

W・r

ゴ

一Ｈ

ゴ

:―ず
‐
▼・'~!~'1

「
手 壬 i

l l―  ,I

⌒９
月
３。
日
付
）
▽
若
原
裕
美
（附

属
村
上
記
念
病
院
事
務
部
医
事

一

課
一、
川
瀬
数
子

（学
長
企
画
室
入

試
課
一
一１２
月
３．
隠
付
）
▽
田
村
朋

江

⌒附
属
村
上
記
念
病
院
事
務
部

床
Ｉ
二
課
｝

採
用

⌒Ю
月
１
日
付
）
▽
小
池

美
江

０
す長
企
価
室
入
試
課
）、
酒

向
絵
里
子

（附
属
村
上
記
念
病
院

事
務
部
医
事

一
課
〓
２
０
０
４
年

１
月
１
日
付
）
▽
奥
村
英
里

⌒附

枢
村
上
記
念
病
院
事
務
部
医
事
二

課
）〈医

療
職
〉

退
職

⌒６
月
３。
日
付
）
▽
戸
円

布
宇
子

⌒附
属
村
上
一記
念
病
院
希

護
師
）
⌒７
月
３．
日
付
）
▽
筒
井
り

え

⌒附
属
村
上
記
念
病
院
准
看
護

師
）、
伊
藤
雅
子

（附
属
村
上
記
念

病
院
飾
床
検
査
技
師
Ｘ
８
月
３．
日

付
一
▽
加
藤
み
か

⌒附
属
病
院
看

護
師
一
⌒９
月
３。
日
付
）
▽
風
間
禄

与

一附
属
村
上
記
台
病
院
看
護
師
）

⌒‐２
月
ｍ
日
付
一
▽
中
谷
千
裕
（附

属
村
上
記
念
病
院
非
剤
師
）

採
用

一８
月
１
日
付
）
▽
後
藤

絵
美

（附
属
村
上
記
念
病
院
看
護

師
一
⌒９
月
１
日
付
｝
▽
浅
川
麻
星

恵
、
社
川
史
子

⌒附
属
村
上
一記
念

病
院
希
護
師
）
（１０
月
１
日
付
）
▽

斉
藤
史
理

⌒附
属
村
上
記
念
病
院

看
護
師
）
一Ｈ
月
１
日
付
）
▽
乾
美

子

⌒附
属
村
上
一記
念
病
院
臨
床
検

査
技
肺
工
２
０
０
４
年
１
月
１
日

付
一
▽
竪
井
丈
浩

⌒附
属
村
上
記

念
病
院
看
護
師
一

メ
デ

=■
ぞ事 |よ 学rデTIT: 頂 T

hlF tt T,「 ~rr

畳

▽
法
学
部

〈
教
授
〉
花
井
哲
也

採
用

⌒Ю
月
１
日
付
）
▽
山
学

部

〈
助
手
〉
山

田
賢
、
法
学

部

〈
教
授
〉
江
川
孝
雄

一Ｈ
月
１
日

付
一
Ｍ
凶
学
部
〈り
＋
〉
小
島
寛

拿
務
砂

退
職

⌒８
月
４
口
付
）
▽
臼
井

英
安

α
革
ｒ
部
学
生
厚
生
諜
王
任
一

人
事
消
息

〈教
育
砂

退
職

（９
月
鉤
日
付
）
▽
歯
学

部

〈
教
授
〉
丹
現
全

一
郎

（
講
師
〉

大
道
菌
祥

（１２
月
３．
日
付
一
▽
歯

学
部

〈
助
手
〉
山
英
光
、
近
藤
和

生

（２
０
０
４
年
３
月
罰
日
付
）

主将・高木和哉さん (経営 2年 )


